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わたしたちの暮らしと環境 

羽島市の環境 

～児童版～ 
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＜模範解答＞ 

①ミツバチが担っていた受粉が行われなくなり、作物の収穫量が減ってしまう。 

②カエルが食べていた、稲を食べる虫が増え、お米の収穫に悪影響を与える。 

③シカは草葉以外にも木の皮などを食べることで、森林を抑制（増えすぎず、抑える

こと）し古木から若い木への世代交代の促進に役立っています。そのためシカがいな

くなれば森林の抑制に悪影響を与えます。またシカは鹿肉や皮革、角が薬になるな

ど、私たちの暮らしに影響を与えています。 

④クマはドングリや果物などを食べ排出することで、種を遠くへ運び植物の生息域を

広げることに一役買っています。いなくなれば植物は種を遠くへ運べれなくなるので

悪影響を与えます。また自然界ではスズメバチの巣を襲うことができる数少ない動物

であるため、スズメバチの数を抑えるのに役立っていると考えられています。 
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＜模範解答＞ 

①早く寝ればその分、使う電気の使用量が減りますので二酸化炭素の削減につな

がります。 

②海外の食べ物は飛行機、船などを使って日本に運び、そこからトラックなどで

お店に運ばれます。そのため地元で採れた食べ物と比べると、ガソリンなどの燃

料を多く必要とし、その分たくさんの二酸化炭素を出しています。地元の食べ物

を地元で食べることは出される二酸化炭素の量を減らすことにつながります。 

③暑い日、寒い日に私たちはエアコンやストーブを使用しますので、図書館など

の公共施設を利用することはその分、エアコンやストーブの使用を減らすことに

なり、二酸化炭素の出る量を減らすことになります。 

他にも自分の部屋に一人で過ごすのではなく、家族と一緒に同じ部屋で過ごすこ

とでその分のエアコン、ストーブの使用を減らすことも有効です。 
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＜模範解答＞（一例） 

「捨てられたカンは誰が片付けてくれるのかな？そのまま放置されたら別の遊ん

でいる子が踏んで転んでケガをするかもしれないし、迷惑になるよ。公園はみん

なが使う場所だから、僕（お兄ちゃん）もポイ捨てしないからやめようね」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜模範解答＞（一例） 

・分別がプラスチックなどと比べて簡単な紙類の分別からやってもらう。 

・分別しないとごみが増え、たくさんのごみ袋が必要になることを説明す

る。おこづかいを心配しているのでお母さんと協力してごみを減らしたら、

おこづかいを減らさないなどの提案をする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答＞ P37 の法律で禁止されていることを参考にして、問題文が望ましくない選

択肢とあることに注意しましょう。 

① ×⇒羽島市では、特定外来生物を適切に駆除するため、市が引き取り、処理して

いますので、捕まえた場合は市に連絡するようお願いしています。そのため

駆除業者さんに電話の前に、市に連絡をいれましょう。 

② ×⇒羽島市では、特定外来生物を適切に駆除するため、捕まえた場合は原則駆除

をお願いしています。檻を設置したそもそもの目的を踏まえて、逃がすこと

は本問題の解決にはなりません。 

③ ×⇒特定外来生物を許可なく運ぶ、外に逃がすことは禁止されています。人がい

なくてもその地域の生態系を壊す恐れがあります。 

④ ×⇒特定外来生物は許可なく飼うことは禁止されています。例え人懐っこくても

病原菌などのリスクがあります。 

⑤ 〇⇒①の回答のとおり、まずは市役所に連絡いただくようお願いしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜模範解答＞ 

 エサとなるプランクトンが地球温暖化の影響で増え、天敵となるウミガメ

などの生き物が減ったため数が増えてしまった。 

 人が食べることができないクラゲは捕まえても売れず、処分にお金がかか

るため、駆除にたくさんのお金がかかってしまいます。 


